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目的： 

生後 6 か月までの母乳育児の状況と児の 6 歳までのアレルギー疾患との関連を明らかにする。 

 

方法： 

生後 6 か月までの母乳育児の状況を、完全人工乳（I 群）、母乳 6 か月未満（人工乳を与え、かつ、母乳を与えた期間が 6 か月

未満 ）（II 群）、混合栄養（人工乳は与えつつ、母乳を 6 か月間継続）（III 群）、完全母乳（IV 群）の 4 群に分類した。医師の診断

による 4 つのアレルギー疾患（気管支ぜん息、アレルギー性鼻結膜炎、食物アレルギ―、アトピー性皮膚炎）のり患状況は質問

票により取得した。両者の関連について、共変量で調整した後、リスク比を直接推定するために Poisson 回帰モデルを用いた多

変量解析を行い、I 群を基準としたリスク比を算出した。 

 

結果： 

完全母乳（IV 群）は 1 歳、2 歳時点の気管支ぜん息、および 2 歳時点でのアレルギー性鼻結膜炎の 1 年有病率が低いことと関連

していた。一方、母乳 6 か月未満（III 群）、混合栄養（IV 群）は 1 歳、2 歳時点での食物アレルギーの有病率が高いこと関連してお

り、男児の IV 群では、この関連が 3 歳時点まで認められた。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

医師が診断したアレルギー疾患のり患状況は母親への質問票に基づいたものであり、正確でない可能性があり、生後 6 か月ま

での母乳育児の状況は、6 か月時点の質問票に基づいているため、思い出しバイアスが入る可能性がある。また離乳食の導入

時期やその内容を把握していないため、食物アレルギーの発症との関連については考慮されていない要因がある。解析結果は1

年有病率に基づくものであり、累積的な発症リスクを示すものではない。さらに、観察研究であるため逆因果関係を否定できず、

父親要因（アレルギー歴など）や多重比較による偶然の関連を十分に考慮できていない点が限界である。 

 

結論： 

生後 6 か月までの母乳育児の状況は、生まれた子どもの 3 歳までのアレルギー疾患の有病状況と関連していた。その関連には

子どもの性別による差が認められた。 

 


